
自分のアイデンティティを見つめなおし、社会に必要とされるものづくりをしよう。

2012年に、シンコーストゥディオの米井亜紀子が始めた活動です。
ジュエリーアーティスト、クラフトマン、デザイナーその他ジュエリー関わる人たちが、若手を応援しようと
するコミュニティです。

それと同時に、すでにプロフェッショナルとして働いている人たちが、社会に対してどう仕事と向き合ってい
くべきかを模索しています。若手を応援しながら、つくる、うる、そして最終的に身に着ける人たちの、よい
関係を考えていこうとしています。現在は、若手クリエーターへ向けての勉強会と様々な方が集まるセミナーを
実施。ウェブサイト、FBグループでの交流、メール配信、JAJ通信の発行などをしています。

jewelryaj.org

ジュエリー・アーティスト・ジャパン(JAJ)について

F u s i o n 3 6 0は、非常にオープンな3D 
CAD/CAM/CAE ツールです。クラウド上のプ
ラットフォームですべてのプロセスを繋ぐこ
とができます。またMac と Windows の両方
での利用が可能で、学生やスタートアップの
人たちには無料で始められます。
今世界は、こういったオープンなツールによ
って、モノづくりがプロファッショナルの手
から、一般の人たちへ開放されています。
その時、お金を取って仕事をする私たちはど
れだけ違う仕事をしていけるのでしょうか。
世界を取巻く実情と実際のジュエリー制作で
Fusion360がどのような可能性があり、活用
できるか、オートデスク株式会社、Fusion 
360エヴァンジェリスト・藤村
祐爾さんに教えていただきます。
お申込みは、こちらPeatixから
お申込みください。

今後のイベント

7月2日(月)

Fusion 360™で
ジュエリーデザインしてみよう

東京ウィメンズプラザ（表参道）視聴覚室
場所

ジュエリー・アーティスト・ジャパン
主催者・連絡先

(JAJ)

建築家・伊東豊雄さん、
金工作家・鹿島和生さんのトークセッション開催しました

ジュエリー・アーティスト・ジャパン通信
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定員：80名　参加費：無料

4月11日(水)、建築家・伊東豊雄トークセッション「日本のこれからのモノづくり -建築×ジュエリー
×金属工芸」を表参道、東京ウィメンズプラザで開催いたしました。トークでは、伝統象嵌(ぞうがん)
技法、鹿島布目の5代目継承者で金工作家の鹿島和生さんにも加わっていただきました。
伊東豊雄さんは、数々の国際的な賞を受賞している世界的建築家です。2012年には「伊東建築塾」
を設立。児童対象の建築スクールや地方の島づくりなど、これからのまちや建築を考える場として
様々な活動も行っています。今回は伊東豊雄さんのお話になったことについて掲載します。

「安心・安全」な都市は管理しやすい

プリミティブな、動物的な感受性
伊東さんがおっしゃる「プリミティブな、
動物的な感受性」とは、生まれながらの自分
の感性や感覚で「面白い」とか「心地いい」
なんてことを感じ取ることでしょうか。
今までこういった感覚は、実に非合理的、ソフィスティケイトされていないといわれて一
蹴されてきた感がある。けれど、今、私たちは日々すごいスピードで進むグローバリゼー
ションの大海で、判断のスピードを迫られる。そのときにこそ、この「動物的な感受性」
というのが、実は必要とされている気がします。伊東さんがおっしゃるように、人も自然
の一部であり、自然と共にあることを今こそ受け入れていくことが必要でしょう。
モノを求める人の心というのは、合理的であるとは限らない。だから私たちモノづくりに
携わる人間は、人にどれだけ寄り添い、仕事に向き合えるか考えていく必要があります。

そういう志が増えていくことで、少しずつ世の中がいい方向へと向かっていく、そんな気がします。
伊東豊雄さんの、言葉の一つ一つは、私たちを鼓舞し、真摯にモノづくりをすることの尊さを大きく、やさしく語りかけるのでした。

〒156-0055 
東京都世田谷区船橋1-14-12
シンコーストゥディオ内
Tel      03-3429-8077
Web    jewelryaj.org
Email   info@jewelryaj.org

伊東豊雄さんは強靭な精神を持って、今の時代に建築で挑んでいる。
伊東さんは言います。東京は「安心・安全」な都市を目指すという。確かにそれも必要だろう。
けれども、近年の高層マンションのような建築はいかがなものだろう。
それは非常に管理しやすい社会ということではないだろうか？その安心安全な四角い箱の中で人は疑
問を持つことも、そこから声を上げることも忘れてしまう。リスクがないということは、冒険もない。
それでは人間として、最も死に近いところにいるように思える。プリミティブな、動物的な感受性を
失ってしまったら人間は終わりだ、と。

Fusion 360™
エヴァンジェリスト
藤村祐爾さん

*プリミティブ (primitive): 原始的、素朴な、根源的な

東京ウィメンズプラザ  
（表参道）

19:00～20:30（受付開始18:30～）

http://20180702fusion360jaj.peatix.com

締切：6月30日(土)


